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 令和７年度　福島県矢吹しらうめ荘　第１回地域連携推進委員会議事録

 

 　日　時：令和８年２月１３日（金）　１０時００分～１１時００分

 　場　所：福島県矢吹しらうめ荘会議室

 　参加者：施　設：園長、次長兼業務係長、サービス管理責任者：２名

 お客様：４名（男子２名、女子２名）

男子お客様参加予定者（1 名）が急遽変更となり、他のお客様

 が参加した。

 家族会：１名（副会長）

 　　　　参加予定の家族会会長が急遽欠席となった。

苦情解決第三者委員：２名    　　　　　　　　　合計１１名

 　

 進　行：次長兼業務係長

 １、開会及び園長挨拶

 　　園長より、地域連携推進会議開催にあたり挨拶がある。

 ２、出席者紹介

 　　構成員メンバーを次長が紹介し、ご本人が挨拶する。

 ３、議　題　

 　（１）地域連携推進会議の趣旨及び構成員の役割について

　　別紙資料１（厚生労働省地域連携推進会議手引き）をもとに、会議の目的、内

　　容及び構成員の役割について説明をし、この会議が今年度より義務化されたこ

　　とと、会議、施設訪問は、概ね１年に 1  回以上開催することを説明した。

 　　　

　（２）施設の概要と運営状況について・・・別紙資料（資料№ 2  ）参照。

 　　○矢吹しらうめ荘のお客様情報について説明した。

　　（利用実績、平均区分、待機者状況、短期入所利用状況、日中一時支援等。） 

 　　○感染防止対策の取組み状況と罹患者状況について説明した。

基本的な感染予防対策の継続、食堂テーブル上のパーテーション一部利用

 についての根拠。

 日々の健康観察及びゾーニング、医療機関受診や対応状況について。

　　（新型コロナウイルス、インフルエンザ、感染性胃腸炎等。） 

  ○日中活動、面会、外出、外泊状況について報告した。

　新型コロナウイルス予防対応に関する一部制限のあった内容について、今年

　度、見直しが図られ、施設行事の開催や地域のイベントへの参加、外出、外

　泊（帰荘後に一定期間体調観察期間を設けることは継続。）等に関しても制
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　限を設けない対応（コロナ禍以前の状況）に変更されていることを報告した。 

 

   （３）施設内見学

・利用者の生活の様子や食事準備の風景、コミュニケーションの様子を見

 学された。

 

  （４）意見交換（2 グループに分かれて実施。） 

 ○構成員の方からのご意見

・コロナ禍以降、様々な場面で行動制限が強いられてきたが、予防対策も徹底

しており、感染拡大を防ぐことができていることは職員の努力であると感じた。

 ・入所されている方で、久しぶりに元気な顔が見られてよかった。

・家族会の会長や副会長が、まだ変わっていなかったことには驚いた。このこ

とは、家族関係においても、身元引受人も高齢となり、親亡き後の問題に関係

 しており、将来抱える課題でもあると感じた。

・施設の取組みとの一つとして、毎年発行している施設広報誌があるが、その

広報誌を有効に活用することが大事だと感じている。広報誌は、施設の情報を

発信して様々な方に知って頂く、貴重なツールである。メッセージとして保護

者に向けて発信することも大事であるし、読み手が目を引くような内容の充実

 も大事だと思う。

・家族会に関しては、コロナ禍もあり、今年度、約 5 ～ 6 年振りに家族会奉仕

作業を再開することができた。しかし、久し振りであったこともあり、参加さ

れたメンバー（家族）のほとんどが名前も顔もわからなくなっていた。そのた

め、作業中もお互いにうまく会話をすることができていなかったことが、少し

 残念に感じた。

・家族会役員に関しては、若い人に働きかけていかなければならない。役員の

任期を現在設けていないが、逆に設けることで、それなら引き受けてもいいと

 考える人もいるのではないかと思う。

  　○利用者（お客様）からの意見

 ・施設での生活は楽しく生活できています。

 ・日中は、活動で作品作りに取組んだり、カラオケなどをしている。

 ・外出して、買い物をしてくるのが楽しい。

・好きな食べ物を食べに出かけたり、出前などもしてくれて、おいしい物を食

 べています。

 ・バーベキューをして皆で楽しんできました。

 ・行事で夏祭り（花火大会）クリスマス忘年会が楽しかった。
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 ・外出して、相撲観戦をしてきたいと思ってます。

 ・話し合いに参加できて良かったです。

 

 ○質疑応答

・施設の待機者情報において報告があったが、待機者の年齢構成や所在地につ

 いて教えて欲しい。

 →令和８年２月１日現在

 　待機者数・・・・男子１９名、女子１６名　合計３５名。

　年齢構成は、幅広い年齢層（19 歳～ 68 歳）であり、40 ～ 50  代が多い。

 　所在地は、主に県内の方が多い。

　入所についての問い合わせについては、県を跨いでの問い合わせも多い状況。

　問い合わせ相談としては、「親亡き後」に対する不安を理由としたケースが

 　増えている事を説明した。

 

 　４、閉会

 　　　次長より挨拶。

　　　　　以上をもって、地域連携推進会議を閉会。


